
Jan.2024  No.589

まつ
しま

広報

PUBLIC RELATIONS

1



2広報まつしま

　新年あけましておめでとうございます。
　議会を代表して、年頭にあたりご挨拶を申し上げます。
　皆さまにおかれましては、輝かしい新年を迎えられたことと
心からお慶び申し上げます。
　また、日頃から議会活動に対しましてご理解とご協力を賜り、
心からお礼を申し上げます。
　猛威を振るった新型コロナウイルス感染症もだいぶ落ち着き、
昨年の５月８日から、感染症法上の位置付けが２類から５類に
移行し、日常の生活もコロナ禍前の状況に戻りつつあります。
　こうした中、昨年は４年ぶりに議会報告会を開催することが
できまして、地域の皆さまから貴重なご意見を賜りました
ことに厚くお礼申し上げます。
　さて、地方議会は、地方分権推進の流れの中にあって、
その役割と責任がますます重要になっております。少子高齢
化をはじめとした様々な課題に町では取り組んでおりますが、
町議会においてもこのような現状をしっかりと認識し、地域
住民の代表として「住民が安心して暮らせるまちづくり」の
ため、議会としての役割を果たしてまいりたいと思います。
本年も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上
げます。
　結びにあたり、この一年が皆さまにとって幸せで実り多い
年となりますよう心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨
拶といたします。

松島町長
櫻井  公一

松島町議会議長
色川　晴夫

▲総合防災訓練で水難救助を行う様子 ▲令和５年４月に開園した認定こども園松島めぶきの森 ▲歩行者天国となった国道４５号で
　イベントを行う様子

　新年あけましておめでとうございます。
　輝かしい新春を皆様とともに迎えられましたことに心から
お祝い申し上げます。
　昨年中は本町の町政全般にわたり、温かいご支援とご協力
を賜り、心より御礼を申し上げます。
　長く続いた新型コロナウイルス感染症の猛威を乗り越え、
本町におきましても、外国人観光客や団体旅行客の姿が目に
見えて増えてきており、町内各地域でのイベントも再開され
るなど、ようやくコロナ禍以前のにぎわいを取り戻しつつあ
ると実感しているところでございます。
　一方で、原油価格や物価高騰等により、町民生活や町の経
済に影響を及ぼしておりますことから、今後も引き続き国や
県の動向を注視しながら、町民の暮らしや町内事業者に対す
る支援について引き続き取り組んでまいります。
　また、令和４年に引き続き２回目の実施となった国道４５
号における交通社会実験におきましても、町民の皆様には
ご理解とご協力を賜りまして誠に感謝申し上げます。今後も
国道４５号周辺の景観や沿道環境の改善に向け、関係機関と
検証を重ねてまいります。
　本年は現在取り組んでおります、企業誘致に係る松島イノ
ベーションヒルズの整備につきまして、工事着工が予定され
ており、長期総合計画の重点戦略の一つである定住に繋がる
大きな一歩となりますことから、本年も引き続き松島町の振
興に向けたまちづくりを、職員一丸となって取組んでまいり
ます。
　結びに、本年が皆様にとって、希望に満ちた一年になりま
すように心からお祈り申し上げまして、新年のごあいさつと
させていただきます。



3 広報まつしま

●
最
優
秀
賞

「
ひ
ろ
め
よ
う　

ぜ
い
と
言
う
名
の　

た
す
け
あ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

森　

陽
菜
乃 

（
松
一
小
）

「
未
来
へ
の　

バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う　

税
金
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　

濱　

地　

広　

耀 

（
松
一
小
）

「
税
金
で　

笑
顔
の
町
を　

つ
く
ろ
う
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

竹　

本　

詩　

乃 

（
松
五
小
）

●
優
秀
賞

「
税
は
今
を
支
え
る　

未
来
を
支
え
る　

第
一
歩
」

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻　

井　

紫　

音 

（
松
二
小
）

「
考
え
よ
う　

大
切
な　

税
の
使
い
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　

八　

木　

あ
お
ば 

（
松
二
小
）

「
あ
り
が
と
う　

安
心
な
く
ら
し
は　

み
ん
な
の
税
」

　
　
　
　
　
　
　
　

赤　

間　
　
　

歌 

（
松
五
小
）

●
佳　

作

（
松
一
小
）
木　

村　

望　

愛
・
西　

岡　

紅　

葵

（
松
二
小
）
佐　

藤　

慧　

叶

　

令
和
５
年
度
小
学
６
年
生
の
「
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
（
敬
称
略
）

●
優
秀
賞　

角
田　

紗
優
奈
（
松
五
小
）

令
和
５
年
度
小
学
６
年
生
の

「
税
に
関
す
る
標
語
」受
賞
者

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

    

（
敬
称
略
）

　

令
和
５
年
11
月
12
日
、
松
尾
芭
蕉
の
遺
徳
を
し
の

ぶ
『
第
69
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
瑞
巌
寺
本
堂
で
執
り
行
わ
れ

た
『
芭
蕉
祭
』
で
は
、
僧
侶
が
読
経
す
る
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
、
芭
蕉
の
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
以
前
と
同
様
に
一
般
の
参
加
者
も
訪
れ
、
芭
蕉

翁
に
対
し
実
行
委
員
長
よ
り
献
句
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
本
大
会
は
、
今
年

で
69
回
目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
俳
句
の
愛
好
家
お
よ

そ
１
３
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
，９
３

５
句
の
中
か
ら
、「
岳
」
編
集
長
の
小
林
貴
子
先
生
や
、

「
豈
」「
翻
車
魚
」
同
人
の
高
山
れ
お
な
先
生
を
は
じ

め
と
し
た
７
人
の
選
者
に
よ
る
厳
正
な
審
査
に
よ
り
、

選
ば
れ
た
入
選
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
町
内
関
係
者
の
入
選
作
品

兼
題
の
部
（
事
前
投
句
）

小
林　

貴
子　

選

入
選　

新
藁
に
子
を
座
ら
せ
て
昼
餉
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

高
山　

れ
お
な　

選

入
選　

指
尺
の
産
着
仕
上
が
る
夕
か
な
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
根
廻
）

高
野　

ム
ツ
オ　

選

入
選　

牛
の
べ
ろ
濡
れ
て
は
出
づ
る
晩
夏
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

西
山　

睦　

選

入
選　

花
蕎
麦
の
匂
ふ
家
郷
の
夕
べ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達　

朝
子
（
高
城
）

入
選　

野
馬
追
の
紅
き
母
衣
背
に
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達　

朝
子
（
高
城
）

入
選　

蠍
座
の
出
づ
る
山
の
端
盆
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
達　

朝
子
（
高
城
）

坂
内　

佳　
　

選

入
選　

秋
風
に
晒
す
大
笊
小
笊
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

た
け

あ
に

ま
ん
ぼ
う

渡
辺　

誠
一
郎　

選

秀
逸　

表
札
を
新
た
に
変
え
て
燕
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬　

一
洋
（
高
城
）

秀
逸　

忘
れ
鎌
拾
う
て
釣
瓶
落
と
し
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

嘱
目
の
部
（
当
日
投
句
）

小
林　

貴
子　

選

特
選　

島
々
に
乗
り
た
い
我
や
寒
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

富
男
（
磯
崎
）

入
選　

赫
赫
と
蒲
鉾
焼
く
火
桃
青
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

高
山　

れ
お
な　

選

入
選　

お
じ
さ
ん
達
の
改
造
バ
イ
ク
北
風
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

由
美
子
（
磯
崎
）

入
選　

潮
錆
び
の
寺
の
釣
鐘
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

高
野　

ム
ツ
オ　

選

特
選　

蘇
る
海
の
青
青
芭
蕉
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

征
一
（
松
島
）

成
田　

一
子　

選

入
選　

狛
犬
に
遠
き
眼
差
し
落
葉
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

清
司
（
磯
崎
）

西
山　

睦　

選

入
選　

翁
忌
の
畳
の
上
の
足
冷
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野　

勝
正
（
松
島
）

坂
内　

佳　
　

選

特
選　

赫
赫
と
蒲
鉾
焼
く
火
桃
青
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

ゆ
き
子
（
桜
渡
戸
）

入
選　

山
茶
花
の
く
れ
な
い
は
供
華
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

朱
鷺
女
（
高
城
）

入
選　

潮
錆
び
の
寺
の
釣
鐘
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

渡
辺　

誠
一
郎　

選

入
選　

秋
澄
む
や
戻
し
の
松
の
方
位
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬　

一
洋
（
高
城
）

入
選　

潮
錆
び
の
寺
の
釣
鐘
翁
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山　

典
子
（
手
樽
）

第
69
回
松
島
芭
蕉
祭
並
び
に

全
国
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た

▲文化観光交流館で行われた「全国俳句大会」▲瑞巌寺で行われた「松島芭蕉祭」

▲選者の皆さん（左から坂内佳禰先生、
　渡辺誠一郎先生、西山睦先生、高山
　れおな先生、小林貴子先生、成田一
　子先生、高野ムツオ先生）

▲角田　紗優奈さんの作品
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

　

令
和
５
年
11
月
23
日
、
磯
崎
漁
業
組
合
主
催
に
よ

る
第
16
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ
り
in
磯
島
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
焼
き
が
き
・
か
き
汁
の
無
料

試
食
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
剥
き
身
、
殻
付
き
か
き
の
販

売
、
岐
阜
県
大
垣
市
、
埼
玉
県
滑
川
町
、
山
形
県
中

山
町
の
特
別
出
店
な
ど
多
く
の
出
店
ブ
ー
ス
が
並
び

ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く
、
平
年
以
上
に
気
温
も
高
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
過
去
最
高
と
な
る
約
８
，０
０
０
人
の

来
場
者
で
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
１
，５
０
０

食
限
定
の
か
き
汁
無
料
試
食
コ
ー
ナ
ー
や
、
通
常
よ

り
安
く
購
入
で
き
る
か
き
の
販
売
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
て
お
り
、
お
昼
頃
に
は
完
売
し
て
い
ま

し
た
。

　

生
産
者
か
ら
は
、「
今
年
は
予
想
を
上
回
る
来
場
者

に
び
っ
く
り
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
松
島
の
美
味
し
い
か
き
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
16
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ
り

in
磯
島

　

令
和
５
年
11
月
14
日
、
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
に

て
、
町
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
児
童
が

集
ま
り
、
防
火
の
約
束
を
誓
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
全
員
で
「
防
火
の
ち
か
い
」
を
読
み

上
げ
、「
火
の
用
心
の
歌
」
を
合
唱
し
た
ほ
か
、
屋
外

で
は
消
防
署
員
か
ら
消
防
車
両
や
装
備
の
説
明
を
受

け
、
放
水
の
実
演
も
見
学
し
、
児
童
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
島
消
防
署
土
井
署
長
か
ら
啓
発
品
が

配
ら
れ
、
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
防
火
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

戸
締
ま
り
用
心
・
火
の
用
心

塩
釜
地
区
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
地
区
大
会

　

令
和
５
年
11
月
27
日
に
松
島
第
二
小
学
校
の
６
年

生
が
、
第
43
回
全
日
本
実
業
団
対
抗
女
子
駅
伝
大
会

（
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
）
に
出
場
し
た
ニ
ト
リ
女
子
ラ

ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
陸
上
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。
児
童
達
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
正
し
い
姿
勢
や
手
足

の
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
、
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
実
践
し
て
い
ま
し
た
。
走
る
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
短
距
離
走
や
鬼
ご
っ
こ
を
す
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
出
場
ニ
ト
リ

女
子
ラ
ン
ニ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る

陸
上
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

令
和
５
年
11
月
21
日
に
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
加
藤
千

尋
選
手
、
O
B
の
富
田
晋
伍
さ
ん
（
現
ク
ラ
ブ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
）
が
松
島
第
五
小
学
校
を
訪
れ
、
３
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
選
手
や
富
田
さ
ん
の
実
技
披

露
や
パ
ス
交
換
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
動
き
を
間
近
で
見
て
、
子
ど

も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
今
後
も
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
を
応
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
加
藤
選
手
、

O
B
の
富
田
さ
ん
が
松
島
第
五
小

学
校
を
訪
問

▲消防署員による実放水を見学する児童

▲選手と一緒に走る様子

▲第五小学校の生徒たちとの記念撮影
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令
和
５
年
11
月
21
日
、
文
化
観
光
交
流
館
（
ア
ト

レ
る
H
a
l
l
）
で
地
域
活
性
P
F
I
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
、
延
べ
80
人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

官
民
連
携
を
活
用
し
た
取
組
に
よ
る
地
域
活
性
化

の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
者
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
う
ほ
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
が
宮

城
県
内
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
20
回
目
と
な
る
今

回
は
、
松
島
町
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
う
ほ
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
会

長
風
見
正
三
氏
、
盛
岡
市
公
園
み
ど
り
課
平
山
修
剛

氏
、
株
式
会
社
深
松
組
深
松
努
氏
に
よ
る
講
演
や
事

例
紹
介
を
し
た
後
、
櫻
井
町
長
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
参
加
し
た
町
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
緒
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
P
F
I
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
５
年
11
月
９
日
・
10
の
２
日
間
、
町
内
外
の

34
事
業
所
の
御
協
力
の
も
と
松
島
中
学
校
２
年
生
の

職
場
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で

も
２
名
の
中
学
生
を
受
け
入
れ
、「
学
芸
員
」「
社
会

教
育
主
事
」
の
仕
事
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
町
内
の
日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ

〝
伊
達
〞
な
文
化
」
の
構
成
文
化
財
を
め
ぐ
っ
て
そ
の

魅
力
を
伝
え
る
S
N
S
記
事
を
作
成
し
て
も
ら
っ
た

ほ
か
、
町
内
の
各
小
学
校
や
幼
稚
園
・
社
会
教
育
施

設
等
を
見
学
し
、
教
育
委
員
会
や
役
場
の
仕
事
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
し
て
も
ら
っ
た
文
化
財
や
松
島
の
魅
力

を
伝
え
る
記
事
は
、
日
本
遺
産
「
政
宗
が
育
ん
だ
〝
伊

達
〞
な
文
化
」
公
式
S
N
S
に
実
際
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
町
内
の
小
学
６
年
生

を
対
象
に
、
高
齢
者
や
認
知
症
状
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
座
で
は
、
平
均
寿
命
や
高
齢
化
率
、
認
知

症
の
症
状
や
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
に
つ
い
て
、

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
で
あ
る
町
職
員
や
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
説
明
し
ま
し
た
。
受
講
し

た
児
童
の
皆
さ
ん
は
高
齢
者
や
認
知
症
の
人
に
対
し

て
、「
優
し
く
し
た
い
。」「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

声
を
か
け
た
い
。」
等
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
認
知
症
」
に
つ
い
て
学
ぶ

小
学
６
年
生
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
し
た

▶
文
化
財
を
見
学
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
紹
介
す
れ
ば

　

魅
力
が
伝
わ
る
か
？
を
考
え
ま
し
た

▲「“伊達”な文化」
　  公式Facebook

▲認知症サポーター養成講座の様子（左から松一小、松ニ小、松五小）

▲世界で最も美しい湾クラブ加盟湾のみなさん

世界で最も美しい湾クラブ（町HP）⇒

よ  

す

　

令
和
５
年
10
月
19
日
よ
り
韓
国
麗
水
市
に
て
「
第

17
回
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
世
界
総
会
」
が

開
催
さ
れ
、
松
島
町
も
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

「
湾
と
島
々
の
価
値
を
繋
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
気
候
変
動

や
海
面
上
昇
、
津
波
・
台
風
に
よ
る
被
害
、
人
口
に

対
す
る
水
の
供
給
な
ど
様
々
な
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
合
意
し
ま
し

た
。

　

ま
た
「
Y
o
u
t
h
＆
W
a
t
e
r
」
の
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
各
国
の
20
代
の

若
者
が
持
続
可
能
な
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
や
想

い
を
述
べ
、
今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
等
を
発
表
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
２
０
２
４
年
６
月
５
日
の
世
界
環

境
デ
ー
に
お
い
て
、
世
界
一
斉
清
掃
活
動
を
行
う
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
今
後
の
広
報
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ

世
界
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
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プラスチック資源分別収集を開始します
　令和６年４月から、プラスチック素材１００％のものに限り、これまでの「プラスチック製容器包装」と一緒に収集します。
　名称については「プラスチック資源」と変わります。

●分別収集の目的
　プラスチック焼却処理に伴う温室効果ガス排出を抑え地球温暖化防止に努めるとともに、プラスチックリサイクルの
推進を図ることを目的とします。

プラスチック製容器包装類 プラスチック製品（プラ素材１００%）

（今までの対象。）

（新たに対象となるもの。）
※金属等の他の素材が含まれたものや、
電池等が内蔵されているものは出せません。

※引き続き同じ袋（プラ容器包装用袋）をご使用ください。
※詳しくは、３月に配布予定の「令和６年度版ごみカレンダー」等で周知します。

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金事業一覧

本町では、地方創生臨時交付金を活用し、次の４事業を実施します。

水田作付転換農家
物価高騰対策支援事業

事業費：5,526千円

エネルギー・資材価格等の物価高騰の
影響を受けている水田作付転換農業者
の負担軽減を図るため肥料等資材の一
部を支援する事業。
■実施時期：1月～
●担当：産業観光課産業振興班

松島ドドンパ商品券配布事業
事業費：33,750千円

エネルギー・食料品価格等の物価高騰
の影響を受けた町民の家計負担の軽減
と、地域経済の活性化を図るため、全
世帯に商品券を配布する事業。
■実施時期：1月～　
●担当：産業観光課産業振興班

畜産業物価高騰対策支援事業

事業費：1,870千円

エネルギー・資材価格等の物価高騰の
影響を受けている畜産業者の負担軽減
を図るため飼料等の一部を支援する事
業。
■実施時期：1月～　
●担当：産業観光課産業振興班

農水産業物価高騰
対策支援事業

事業費：3,538千円

エネルギー・資材価格等の物価高騰の
影響を受けている農水産業者の負担軽
減を図るため燃料代の一部を支援する
事業。
■実施時期：1月～
●担当：産業観光課産業振興班

●問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

テレビを５チャンネル
【東日本放送（khb）】に合わせる

リモコンのｄボタンを押す。

テレビ画面の「松島町のテレビ回覧板」
を決定ボタンで選択。

松島町では、テレビより情報を得ることができる、ｄボタン情報サービスを提供しています！
テレビのある家庭は、簡単に町の発信情報を見ることができます。暮らしに役立つ情報、災害時の情報など随時発信して
いきます。

i

松島町の情報をテレビでチェック‼

使い方は２ステップで簡単！

1

2

3
表示イメージ
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お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
に

つ
い
て

●
年
末
年
始
の「
家
庭
ご
み
」と「
資
源
物
」の
収
集
日
程

　

年
末
年
始
の
た
め
12
月
31
日
㊐
か
ら
令
和
６
年
１

月
３
日
㊌
ま
で
、「
家
庭
ご
み
」
と
「
資
源
物
」
の
収

集
を
お
休
み
し
ま
す
。

※
年
末
最
後
の
収
集
後
は
、
ご
み
や
資
源
物
は
絶
対

　

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
収
集
日
以
外
の
ご
み

　

搬
出
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
年
末
年
始
の
収
集
日
程

●
年
末
年
始
に
伴
う
臨
時
収
集
に
つ
い
て

　

左
記
の
地
区
は
、「
不
燃
･
粗
大
･
有
害
ご
み
」
の

　

臨
時
収
集
を
行
い
ま
す
。

・
令
和
６
年
１
月
５
日
㊎
「
幡
谷
･
後
根
廻
･
上
竹

　

谷
･
北
小
泉
台
山
」
地
区

・
令
和
６
年
１
月
10
日
㊌
「
磯
崎
･
北
小
泉
（
台
山

　

除
く
）
･
下
竹
谷
」
地
区

※
全
戸
配
布
し
て
い
る
「
松
島
町
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
１
月
の
移
動
祝
日
（
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
）
の
ご

　

み
収
集

　

令
和
６
年
１
月
８
日
㊊
・
㊗
「
成
人
の
日
」
は
対

　

象
地
区
（
松
島
区
・
磯
崎
区
・
手
樽
区
）
の
「
燃
え

　

る
ご
み
」
の
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
全
戸
配
布
し
て
い
る「
松
島
町
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
等
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
の
ご
み
処
理
場
へ

　

の
直
接
搬
入

　

ご
自
分
で
一
般
廃
棄
物
を
ご
み
処
理
場
に
直
接
搬

　

入
さ
れ
る
方
は
、
町
で
発
行
す
る
「
搬
入
許
可
書
」

i

年
末
年
始
の
町
営
バ
ス
に

つ
い
て

　

年
末
年
始
の
町
営
バ
ス
は
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。

ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
土
曜
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　

12
月
25
日
㊊
〜
28
日
㊍

　

令
和
６
年
１
月
４
日
㊍
〜
５
日
㊎

●
運　

休

　

12
月
29
日
㊎
〜
令
和
６
年
１
月
３
日
㊌ 

●
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　

令
和
６
年
１
月
８
日
㊊
祝

　

※
土
曜
日
ダ
イ
ヤ
：
北
松
島
線
第
６
便
、
松
島
東

　
　

線
第
４
便
が
運
休
と
な
り
ま
す
。 

　

※
日
曜
日
運
休

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
住
民
票
等
の
取
得
は
コ
ン
ビ
ニ
で

　

松
島
町
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
住
民
票
等
各
種
証
明
書
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
役

i

▲取得方法

▲カード
　申請方法

場
に
行
か
な
く
て
も
証
明
書
が
取
得
で
き
便
利
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
順
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
イ
ト
の
「
証

明
書
の
取
得
方
法
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
利
用
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
持
っ
て
い
な
い
方
は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

第
75
回
松
島
町
成
人
式

（
二
十
歳
を
祝
う
会
）に
つ
い
て

　

第
75
回
松
島
町
成
人
式
（
二
十
歳
を
祝
う
会
）
の

開
催
に
あ
た
り
、
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
で
松
島

町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
20
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん

に
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
・
町
外
在
住
に
関
わ
ら
ず
案
内
状
が
な
く
て

も
入
場
で
き
ま
す
。
案
内
状
が
な
い
場
合
は
、
受
付

で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、
成
人
者
の
付
き
添
い
者
（
ご
家
族
）
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
案
内
状
に
同
封
す
る
入

場
券
を
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
受
付
で
氏
名
等
の
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
７
日
㊐
午
前
10
時
〜

　
　
　
　

 

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
会　

場　

文
化
観
光
交
流
館　

大
ホ
ー
ル

●
対　

象　

平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
そ
の
他　

最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

i

水
道
管
を
冬
の
寒
さ
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
水
道
管
の
中
で
水
が
凍

る
と
、
水
が
出
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
道
管

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
露
出
し
た
水

道
管
や
給
湯
器
で
北
側
や
風
当
り
の
強
い
場
所
で
は

凍
り
や
す
く
注
意
が
必
要
で
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
保
温
材
を
使
用
し
た
り
、
追
い

炊
き
機
能
を
活
用
し
た
り
す
る
対
策
が
効
果
的
で
す
。

予
防
策
を
講
じ
て
も
水
道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
建
物
の
水
道
を
施
工
し
た
業
者
で
あ
れ
ば
、

適
切
に
対
処
し
問
題
解
決
が
可
能
で
す
。
処
置
方
法

や
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
施
工
し
た
水
道
業

者
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
水
道
管
は
お
客
さ
ま
の
財
産
で
す
。
解

氷
作
業
や
修
繕
工
事
は
お
客
さ
ま
の
費
用
負
担
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
た
水
道
料
金
に
つ
い

て
も
、
必
ず
し
も
減
免
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
凍
結
防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

松
島
町
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
９
０
‐
０
０
０
５

i

▲昨年実施時の様子

12
月
30
日
㊏
ま
で

31
日
㊐
〜
令
和
６
年
１
月
３
日
㊌

令
和
６
年
１
月
４
日
㊍
か
ら

通
常
ど
お
り
の
収
集

収
集
休
み

通
常
ど
お
り
の
収
集

収　

集　

日

内　
　
　

容

　

と
「
一
般
廃
棄
物
処
理
券
」
が
必
要
で
す
。
年
末

　

は
12
月
29
日
㊎
か
ら
役
場
が
閉
庁
と
な
る
た
め
、

　

ご
み
の
搬
入
を
す
る
場
合
は
12
月
28
日
㊍
に
「
搬

　

入
許
可
申
請
」
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
み
搬
入
先　

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合

　
　
　
　
　
　
　

利
府
町
加
瀬
沼
字
新
船
岡
５
番
地

●
受
付
時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　

 

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

※
東
部
衛
生
処
理
組
合
は
12
月
31
日
㊐
〜
令
和
６
年

　

１
月
３
日
㊌
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。（
12
月
28
日
㊍

　

申
請
の
場
合
、
12
月
28
日
㊍
、
12
月
29
日
㊎
、

　

12
月
30
日
㊏
正
午
搬
入
可
）

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

松島町成人式（二十歳
を祝う会）のお知らせ

（町HP)⇒



移
住
希
望
者
が
町
内
の
空
き
家
・

空
き
地
・
空
き
店
舗
を
探
し
て

い
ま
す
！

　

近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
購
入
ま
た
は
賃
貸
可
な

町
内
の
空
き
家
・
空
き
店
舗
の
情
報
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　

町
内
に
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
空
き
家
バ
ン
ク 

」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
居
住
が
困
難
な
物
件
等
に
関
し
て
は
、
掲
載
を
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照

 

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

募

8広報まつしま

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
き
る

「
予
防
救
急
」

 

「
予
防
救
急
」
と
は
、
救
急
車
を
呼
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
よ
う
な
怪
我
や
病
気
を
し
な
い
よ
う
、
日
頃

か
ら
注
意
し
、
心
が
け
る
意
識
や
行
動
を
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
皆
さ
ま
が
日
常
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る

手
洗
い
、
う
が
い
も
感
染
症
を
予
防
す
る
立
派
な
予

防
救
急
で
す
。
他
に
も
、『
家
の
中
で
の
段
差
等
に
よ

る
転
倒
』、『
階
段
等
に
よ
る
転
落
』、『
食
べ
物
等
に

よ
る
窒
息
』、『
家
具
等
に
ぶ
つ
か
る
』
な
ど
の
怪
我

に
気
を
付
け
る
事
も
立
派
な
予
防
救
急
に
な
り
ま
す
。

　

予
防
救
急
の
実
践
は
、
ご
自
身
や
大
切
な
ご
家
族

が
安
全
で
健
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
頂
く
と
と
も
に

に
、
予
防
で
き
る
怪
我
や
病
気
に
よ
る
救
急
要
請
を

減
ら
し
、
救
急
車
が
い
ち
早
く
傷
病
者
の
も
と
に
到

着
す
る
た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

家
の
中
で
発
生
す
る
救
急
事
故
事
例
と
予
防
策
が

ま
と
め
ら
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
や
休
日
の
急

な
体
調
不
良
や
怪
我
で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良

い
か
迷
う
場
合
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
『
お
と
な
救
急

電
話
相
談
＃
７
１
１
９
』
『
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー

ル
＃
８
０
０
０
』
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　
　

警
防
課
救
急
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
２

i

　

冬
の
松
島
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
か
き
祭
り
」
の

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
松
島
の
「
か
き
」
を
心

ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
下
さ
い
。

　

時
間
等
詳
細
に
つ
い
て
は
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
日　

時　

２
月
４
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
予
定
） 

●
場　

所　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

第
46
回
松
島
か
き
祭
り
を

開
催
し
ま
す

i
　

９
月
に
開
催
し
た
『
キ
ヤ
ノ
ン
み
ん
な
の
笑
顔
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
２
回
目
。「
か
き
祭
り
写
真
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
か
き
祭
り
会
場
や
松
島
海
岸
の
美

し
い
景
色
を
撮
影
し
ま
す
。
キ
ャ
ノ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

さ
ん
か
ら
上
手
に
撮
影
す
る
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
親

子
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時　

２
月
４
日
㊐　

午
前
９
時
45
分
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
終
了
予
定

●
集
合
場
所　

文
化
観
光
交
流
館

●
内　

容　

交
流
館
で
の
座
学
後
に
、
海
岸
ま
で
歩

　

き
、
各
自
撮
影
。
交
流
館
に
戻
り
写
真
印
刷
。

　

昼
食
後
に
解
散
。（
お
に
ぎ
り
に
汁
物
程
度
）

●
定　

員　

30
名

●
負
担
金　

４
０
０
円
（
保
険
代
、
昼
食
代
）

●
申
込
期
限　

１
月
26
日
㊎

●
申
込
先　

中
央
公
民
館　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０　

写
真
教
室
参
加
者
募
集

募

　

新
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る
松
島
町
消
防
団
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。

　

消
防
団
に
よ
り
凜
々
し
い
行
進
や
消
防
車
両
が
披

露
さ
れ
ま
す
。

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
８
日
㊊
㊗
午
前
10
時
〜

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館

●
内　

容　

観
閲
、
式
典
、
表
彰
伝
達

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

松
島
町
消
防
団
出
初
式
を

行
い
ま
す

i
松
島
れ
き
し
再
発
見
講
座Lesson7

―

近
世
瓦
の
見
方
・
楽
し
み
方―

を
開
催
し
ま
す

講　

座
：
髙
橋　

守
克　

氏

　
　
　

 

（
松
島
町
文
化
財
保
護
委
員
）

「
御
釜
神
社
と
鹽
竈
神
社
境
内
出
土
の
瓦
に
つ
い
て
」

●
日　

時　

令
和
６
年
２
月
17
日
㊏
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　

か
ら
正
午
ま
で

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

会
議
室

　
　
　
　

 

（
松
島
町
磯
崎
字
浜
１
の
２
）

●
定　

員　

40
名

●
申　

込　

１
月
９
日
㊋
か
ら
と
し
ま
す
。

●
問
合
先　

教
育
課
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

　
　
　
　

 

（
生
涯
学
習
班
と
共
有
）

i

令
和
６
年
度
一
般
競
争
及
び

指
名
競
争
入
札
参
加
者
募
集

（
中
間
受
付
）
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
に
係
る
工
事
、
業
務
委
託
及
び
物
品
・

役
務
の
入
札
参
加
者
募
集
（
中
間
受
付
）
を
、
左
記

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

令
和
６
年
２
月
５
日
㊊
か
ら
令
和
６

　

年
２
月
16
日
㊎
ま
でhttps://w

w
w
.tow

n.m
iyagi-

　

m
a
tsu
sh
im
a
.lg
.jp

か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、
申
請

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

今
回
は
中
間
受
付
と
な
り
ま
す
。
登
録

　

を
希
望
す
る
市
町
村
へ
そ
れ
ぞ
れ
申
請
を
行
っ
て

　

く
だ
さ
い
。
令
和
５
・
６
年
度
共
同
受
付
で
申
請

　

し
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
申
請
は
必
要
あ

　

り
ま
せ
ん
。

※
登
録
申
請
の
詳
細
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

事
業
者
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

財
務
課
財
政
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
９
２

i

▲救急事故事例集

▲９月の写真教室の様子

▲昨年実施時の様子

▲おとな救急電話相談
　　こども夜間安心コール
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不
動
産
登
記
制
度
が
見
直
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月

１
日
よ
り
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
19
日
㊎

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
ま
で　

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

２
階
研
修
室

●
講　

師　

仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局
統
括
登
記
官

●
対
象
者　

町
民
や
町
内
に
通
勤
し
て
い
る
方

●
定　

員　

30
名
（
事
前
に
左
記
ま
で
お
申
込
み
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。）

●
申
込
・
問
合
先　

財
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３　

●
そ
の
他　

今
回
の
説
明
会
は
、
制
度
の
周
知
を
図

　
　
　
　
　

る
目
的
で
開
催
す
る
た
め
、
個
別
の
相

　
　
　
　
　

談
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

知
っ
て
ま
す
か
？

相
続
登
記
の
義
務
化
に
関
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

i

　

令
和
５
年
分
（
令
和
５
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

の
申
告
が
令
和
６
年
２
月
16
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

事
業
・
不
動
産
所
得
等
が
あ
る
方
は
、
収
入
や
必

要
経
費
を
集
計
し
、
帳
簿
類
を
作
成
し
た
上
で
申
告

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
事
業
所
得
（
農
業
・
漁

業
・
営
業
所
得
）
に
つ
い
て
、
申
告
時
に
帳
簿
類
の

作
成
・
保
存
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
事
業
所
得

で
は
な
く
雑
所
得
の
取
り
扱
い
と
な
り
、
所
得
に
損

失
が
あ
っ
た
と
し
て
も
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算
が

で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方
は
、
医
療
費
控
除
の

明
細
書
ま
た
は
医
療
費
通
知
の
添
付
が
必
要
で
す
。

領
収
書
の
提
示
の
み
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
広
報
折
込

チ
ラ
シ
及
び
来
月
号
の
広
報
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

財
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

令
和
５
年
分

確
定
申
告
準
備
の
お
願
い

i

　

農
業
に
関
す
る
相
談
会
を
、
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
予
約
制
と
し
ま
す
の
で
、
相
談
予
定
の
方
は

２
月
２
日
㊎
ま
で
農
業
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
・
開
催
場
所

　

令
和
６
年
２
月
９
日
㊎
・
10
日
㊏

　

午
前
９
時
〜
正
午　

文
化
観
光
交
流
館

●
相
談
内
容
・
留
意
事
項

　

農
地
の
売
買
・
賃
借
、
農
地
転
用
、
遊
休
農
地
、

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
な
ど
農
業
全
般
。

　

な
お
、
相
談
の
際
は
農
地
の
所
在
、
地
番
等
が
わ

か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
前
予
約
・
問
合
先

　

農
業
委
員
会　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
７

農
家
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

i

《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に
「
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を
対
象
に
、

「
登
録
要
否
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

●
対　

象　

主
に
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け

　
　
　
　

 

（
定
員
14
名
）

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
29
日
㊊
午
前
10
時
か
ら

●
申
込
先　

塩
釜
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
１
５
２
（
直
通
）

●
会　

場　

塩
釜
税
務
署　

３
階
会
議
室

※
１　

申
込
期
限
は
、
令
和
６
年
１
月
24
日
㊌
ま
で

　
　
　

で
す
。

※
２　

説
明
会
は
、
１
時
間
程
度
を
予
定
。

i

松
島
町
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
松
島
の
未
来
に
つ
い
て

　

一
緒
に
語
り
ま
せ
ん
か
？
〜

　

町
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
松
島
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
町
長
と
直
接
話
し

合
い
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
か
ら
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
申
込
み
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。「
松

島
町
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
」、「
将
来
、
松
島
町

で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
の

熱
い
想
い
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
記
事

を
読
ん
で
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
開
催
に
あ
た
り
ご

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
問
合
先
ま

で
連
絡
願
い
ま
す
。

※
町
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
等
は
除
き
ま
す
。

●
対
象
者　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
サ
ー

　
　
　
　
　

ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど
（
１
回
あ
た
り

　
　
　
　
　

15
名
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
個
人
で
の
参
加
、
特
定
の
政
党
を
支
持
す
る
団
体
、

　

暴
力
団
、
宗
教
や
営
利
を
目
的
を
す
る
団
体
は
対

　

象
外
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

募

②
国
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
11
月
１
日
か
ら
、
税
務
署
の
代
表
電
話

番
号
を
介
さ
ず
に
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
つ
な

が
る
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入
し
て
い
ま
す

の
で
、
国
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
左
記
の
番
号

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１

　
　
　
　
　
　
　

 

（
全
国
一
律
料
金
）

●
開
設
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

 

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

確
定
申
告
は
自
宅
等
か
ら
電
子

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

ご
自
宅
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
電
子
申
告

（
e
ー
T
a
x
申
告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
・
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
確
定
申
告
書
作
成
会
場
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
分
所
得
税
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）･
消
費

税
･
贈
与
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

　

申
告
書
作
成
会
場
で
は
、
ご
自
宅
か
ら
と
同
様
に

原
則
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
に
よ
り
、
ご
自
身
で
申
告
書

等
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
確
定
申
告
書
作
成
会
場
受
付　

　

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
２
階
ベ
イ
サ
イ
ド
ル
ー
ム

●
開
設
期
間　

令
和
６
年
２
月
16
日
㊎
〜
３
月
15
日
㊎

　
　
　
　
　

 

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

●
開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

 

（
暗
証
番
号
：
数
字
４
桁
及
び
英
数
字
６
〜
16
文
字
）

　

を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
作
成
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

　

理
券
」
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
、
会
場
で

　

も
当
日
配
布
し
ま
す
が
、
L
I
N
E
ア
プ
リ
を
通

　

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

※
入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場

　

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
塩
釜
税
務
署
内
に
は
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
を

　

設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

i
▲確定申告書等
　作成コーナー

▲オンライン
事前発行
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国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
免
除
に
つ
い
て

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
、
出
産
日
の
属
す
る
月
の
前

月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予

定
日
ま
た
は
、
出
産
日
の
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か

ら
最
大
６
か
月
間
）
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
免
除
さ
れ
た
期
間
も
保
険
料
を
納
付
し
た
も

の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
の
で
、
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

i
産
後
の
ボ
デ
ィ
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　

マ
マ
の
産
後
の
か
ら
だ
の
変
化
や
不
調
の
サ
イ
ン

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
で
き
る
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
通
し
て
、
産
後
の
か
ら
だ
ケ
ア
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日　

時　

１
月
30
日
㊋

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
場　

所　

児
童
館

●
内　

容

「
骨
盤
底
筋
に
着
目
し
た
産
後
の
ボ
デ
ィ
ケ
ア

　
　
　
　
　

〜
姿
勢
改
善
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
〜
」

　

講　

師
：
S
t
u
d
i
o
ビ
ッ
ト
バ
レ
ー
合
同
会
社

　
　
　
　
　

健
康
運
動
実
践
指
導
者　

関
本
咲
子　

先
生

　
　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士　

渋
谷
祐
子　

先
生

●
対
象
者　

１
歳
前
後
の
お
子
さ
ん
と
マ
マ

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他

・
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
行
う
運
動
を
し
ま
す
の
で
動

　

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
あ
り
（
先
着
３
名
ま
で
）

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 

（
松
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３　

★
先
着
10
組

i

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て

●
町
内
の
医
療
機
関
で
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
X
B
B
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望

す
る
方
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
無
料
で
接
種
が
で
き
る
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

●
接
種
券
の
配
布　

　

12
歳
以
上
の
対
象
の
方
に
は
す
で
に
接
種
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
か
な
い
方
は
電
話
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
使
用
し
て
い
な
い
接
種
券
が
手
元

に
残
っ
て
い
る
方
は
、
古
い
方
を
廃
棄
し
、
新
し
く

配
付
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
11
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
や
転
入
の
方
に
は
接
種
券
を
お
配
り

し
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
す
る
方
に
の
み
送
付

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
以
後
は
、
65
歳
以
上
の
希
望
者
の

み
を
対
象
に
年
１
回
有
料
で
接
種
す
る
方
針
が
国
か

ら
示
さ
れ
ま
し
た
。
全
年
齢
無
料
で
接
種
が
で
き
る

の
は
今
年
の
３
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種

を
希
望
す
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
担　

当　

健
康
長
寿
課　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
３
５
５
‐
０
６
６
７

i

令
和
６
年
１
月
か
ら
産
前

産
後
期
間
の
国
民
健
康
保

険
税
を
免
除
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
出
産

さ
れ
る
方
の
出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
健
康
保

険
税
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
令
和
６
年
１
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

●
対
象
者　

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
ま
た
は
出
産
予

定
の
松
島
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

※
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
が
対
象
（
早
産
･
死
産
･

　

流
産
及
び
人
工
妊
娠
中
絶
の
場
合
を
含
む
）

●
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
翌
々
月
の
４
ヶ
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す
る
月
の
３
ヶ
月
前

か
ら
６
ヶ
月
間
）

●
免
除
内
容

　

出
産
さ
れ
る
方
の
令
和
６
年
１
月
以
降
の
対
象
と

な
る
期
間
の
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額

●
届
出
方
法

　

出
産
予
定
日
の
６
ヶ
月
前
か
ら
可
能
で
す
。
左
記

の
書
類
を
財
務
課
税
務
班
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
届

　

出
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
出
産
予
定
日
や
単
・
多
胎

　

妊
娠
が
確
認
で
き
る
書
類

●
申
込
・
問
合
先　

財
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３　

i

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
29
年
１
月
２
日
〜
２
月
１
日
生
ま
れ
）
に
高
齢

受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

１
月
18
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

松
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　

本
年
度
策
定
を
行
う
「
松
島
町
高
齢
者
福
祉
計
画

・
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
案
）（
令
和
６
年
度

〜
８
年
度
）」
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
お
い
て
、
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
３
年
に
１
回
見
直
し
、
策

定
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
町
民
の
皆
様
の
考
え
を
反
映
さ
せ

る
た
め
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　

町
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方

　

町
内
に
事
業
所
を
置
く
法
人
、
団
体

●
計
画
（
案
）
の
閲
覧
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
窓
口
・
役
場
町
民

　

ホ
ー
ル
・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
募
集
期
間

　

令
和
６
年
１
月
15
日
㊊
か
ら
１
月
24
日
㊌
ま
で

●
提
出
様
式
の
入
手
方
法

　

①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
（
高
齢
者
支
援

　
　

班
）
窓
口

　

②
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
様
式
の
提
出
方
法

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ

　

さ
い
。

①
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
直
接
提
出

②
郵
送

【
送
り
先
】
〒
９
８
１
‐
０
２
０
３

　
　
　
　
　

松
島
町
根
廻
字
上
山
王
６
ー
27

　
　
　
　
　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
５
３
‐
３
７
２
２

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

i
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令
和
５
年
度

第
２
回
高
次
脳
機
能
障
害
者

家
族
交
流
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
ご
家
族
の
皆
様
、
ご
自
分

の
経
験
や
気
持
ち
を
言
葉
に
し
た
り
、
他
の
方
の
お

話
を
聞
い
て
み
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
日
々
の
生
活
の

中
で
の
工
夫
や
心
が
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
情

報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
同
じ
日
時
で
当
事

者
の
方
が
集
う
茶
話
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

当
事
者
の
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
確
認
事
項
が

あ
り
ま
す
の
で
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
24
日
㊌
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　

正
午
ま
で

●
場　

所　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
竈

　
　
　
　
　

市
北
浜
四
丁
目
８
ー
15
）

●
対　

象　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
ご
家
族
と
当
事

　
　
　
　
　

者
の
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
間　

令
和
６
年
１
月
15
日
㊊
ま
で

●
申
込
先
・
問
合
先

　
　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　

母
子
・
障
害
第
二
班

　
　

☎
３
６
５
‐
３
１
５
３

i

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

参
加
者
募
集

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
認
知
症
の
理
解
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
お
さ
ら
い
し
、
特
に

認
知
症
状
の
あ
る
方
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

１
月
31
日
㊌
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　

 

（
午
後
１
時
開
場
）

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館
（
ア
ト
レ
る
H
a
l
l
）

　
　
　
　
　

２
階
講
座
室

●
講　

師　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

　
　
　
　

   

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス　

コ
コ
・
ア

　
　
　
　
　

松
本 

裕
子 

氏

●
内　

容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
認
知
症
状
の
あ

　
　
　
　
　

る
方
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

●
対
象
者　

町
内
在
住
、
町
内
に
通
勤
通
学
し
て
い

　
　
　
　
　

る
方
で
、
過
去
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　

養
成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
の
あ
る
方

●
定　

員　

先
着
35
名
程
度
（
事
前
に
左
記
ま
で
お

　
　
　
　
　

申
込
く
だ
さ
い
。）

●
申
込
・
問
合
先

　

健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

　

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

i

募

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
と
し
て

抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

公
的
に
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
方

を
対
象
に
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
町
が
発
行
す
る
ク
ー

ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
に
は
既
に
送
付
し

て
お
り
ま
す
が
紛
失
や
転
入
等
で
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

　
　
　
　
　

１
日
生
ま
れ
の
男
性

●
期　

間　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
確
認
事
項

　

・
抗
体
検
査
は
、
職
場
の
健
診
や
特
定
健
診
、
本

　
　

事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
で
受

　
　

け
ら
れ
ま
す
。

　

・
検
査
結
果
で
十
分
な
量
の
抗
体
の
な
い
方
は
予

　
　

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

・
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機

　
　

関
な
ど
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
健
康
増
進
総
合
計
画
策
定

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
票
回
収
に
つ
い
て

　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
１
，５
０
０
人
を
対
象

に
、
昨
年
12
月
に
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ご
回
答
い
た
だ
け
て
い
な
い
方
は
１
月
10
日

ま
で
に
調
査
票
に
記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
担　

当　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

健
康
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

松
島
町
で
は
健
康
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
獲
得
期
間
が
今
月
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
貯
め
た
方
に
ヘ
ル
シ
ー
調
味
料
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
申
請

が
ま
だ
の
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ポ
イ
ン
ト
獲
得
期
間　

令
和
５
年
５
月
１
日
㊊
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
１
月
31
日
㊌
ま
で

●
記
念
品
交
換
期
限　

２
月
９
日
㊎
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
先
着
１
０
０
名
）

●
ポ
イ
ン
ト
申
請
場
所　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ

　

ス
班
ま
た
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し

控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
対
し
て
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対　

象　

平
成
９
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら
平
成

　
　
　
　
　

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

●
実
施
期
間　

令
和
７
年
３
月
ま
で

　
　
　
　
　
　

対
象
の
方
に
は
既
に
予
診
票
を
送
付

　
　
　
　
　
　

し
て
お
り
ま
す
が
、
紛
失
や
転
入
等

　
　
　
　
　
　

で
予
診
票
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

　
　
　
　
　
　

は
、
左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
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「 

杖
の
適
応
や
長
さ
に
つ
い
て 

」

　

現
在
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

も
安
価
に
杖
が
購
入
で
き
ま
す
。
た
だ
自
分
に
は
、

「
ど
の
よ
う
な
種
類
の
杖
？
」、「
適
切
な
長
さ
は
？
」、

「
ど
ち
ら
の
手
に
持
て
ば
良
い
？
」
等
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
杖
や
リ
ハ
ビ
リ
用
品
等
で
分
か

ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
室
に
て
ア

ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

松
島
病
院
リ
ハ
ビ
リ
科

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

松
島
病
院
・
リ
ハ
ビ
リ
科

か
ら
の
ご
案
内

i
●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
27
日
㊏
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
１
時
頃

※
当
日
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
前
に
午
前
７
時
30

　

分
に
集
合
し
、
バ
ス
ま
た
は
ワ
ゴ
ン
車
で
移
動
し

　

ま
す
。（
午
後
２
時
過
ぎ
帰
着
予
定
）

●
会　

場　

み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ
し
リ
ゾ
ー
ト

●
内　

容　

雪
遊
び
体
験
（
そ
り
遊
び
等
）

●
対　

象　

町
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

　
　
　
　
　

※
５
名
ま
で
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
，０
０
０
円
（
体
験
代
、
昼
食
代
込
）

　
　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
服　

装　

雪
遊
び
が
で
き
る
服
装
（
防
寒
着
、

　
　
　
　
　

ブ
ー
ツ
、
手
袋
等
）
の
準
備
を
お
願
い

　
　
　
　
　

し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

１
月
16
日
㊋

●
問
合
先　

松
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８

●
そ
の
他　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

●
備　

考　

当
日
の
悪
天
候
の
場
合
、
事
業
中
止
や

　
　
　
　
　

内
容
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
　
　
　
　

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３
Ｂ
＆
Ｇ
宮
城
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
の

ご
案
内
【
参
加
者
募
集
】

募

仙
臺
さ
す
り
絵
付
け
体
験

参
加
者
募
集

　

手
の
平
サ
イ
ズ
の
丸
い
形
で
招
き
猫
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
縁
起
物
の
絵
付
体
験
で
す
。
丸
い
体
は
家
庭

円
満
、
地
震
で
も
倒
れ
な
い
形
は
商
売
繁
盛
、
に
こ

に
こ
と
し
て
い
る
笑
顔
は
無
病
息
災
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
だ
け
の
「
さ
す
り
」
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

１
月
21
日
㊐
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館
（
ア
ト
レ
・
る
H
a
l
l
）

●
負
担
金　

１
個
１
，６
５
０
円
（
黒
塗
り
台
付
）

●
講　

師　

民
芸
工
房
た
か
は
し　

髙
橋
昭
倫
氏

●
申
込
期
限　

１
月
12
日
㊎
ま
で

●
問
合
先　

中
央
公
民
館
（
文
化
観
光
交
流
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

募

●
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
支
援
金  

「
み
や
ぎ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

「
み
や
マ
リ
！
」
に
入
会
さ
れ
た
、
申
請
日
時
点
で

39
歳
以
下
の
１
年
以
上
松
島
町
に
在
住
の
方
を
対
象

に
最
大
１
万
円
の
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
新
婚
世
帯
応
援
事
業
支
援
金　

婚
姻
日
時
点
で
夫

　

婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
、
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方

　

が
松
島
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
引
越
し
費
用
、

　

住
宅
取
得
費
用
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
ア
パ
ー

　

ト
等
の
賃
料
で
支
払
っ
た
経
費
に
対
し
て
最
大
10

　

万
円
を
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
基
準
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

「
出
会
い
の
き
っ
か
け
、
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
」「
ふ
た
り
の
新
婚

生
活
、
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

i

●
募
集
住
宅　

所
在
地　

松
島
町
高
城
字
水
溜
下
地
内

　
　
　
　
　
　

高
城
住
宅　

８
戸

３
Ｄ
Ｋ　

１
３
４
号
（
１
号
棟
３
階
）
昭
和
56
年
建
設

４
Ｋ　
　

１
３
６
号
（
１
号
棟
３
階
）
昭
和
56
年
建
設

２
Ｄ
Ｋ　

３
３
５
号
（
３
号
棟
３
階
）
昭
和
57
年
建
設

３
Ｄ
Ｋ　

４
２
３
号
（
４
号
棟
２
階
）
平
成
７
年
建
設

３
Ｄ
Ｋ　

５
２
３
号
（
５
号
棟
２
階
）
平
成
７
年
建
設

３
Ｄ
Ｋ　

５
２
４
号
（
５
号
棟
２
階
）
平
成
７
年
建
設

３
Ｄ
Ｋ　

５
３
１
号
（
５
号
棟
３
階
）
平
成
７
年
建
設

３
Ｄ
Ｋ　

５
３
３
号
（
５
号
棟
３
階
）
平
成
７
年
建
設

●
入
居
申
込
み
可
能
人
数　

原
則　

２
人
以
上

●
入
居
時
家
賃　

入
居
者
お
よ
び
同
居
者
の
収
入
に

　
　
　
　
　
　
　

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

高
城
住
宅　

１
３
４
号　

１
５
，５
０
０
円
か
ら
３
０
，４
０
０
円

高
城
住
宅　

１
３
６
号　

１
８
，６
０
０
円
か
ら
３
６
，６
０
０
円

高
城
住
宅　

３
３
５
号　

１
３
，０
０
０
円
か
ら
２
５
，５
０
０
円

高
城
住
宅　

４
２
３
号　

２
３
，８
０
０
円
か
ら
４
６
，７
０
０
円

高
城
住
宅　

５
２
３
号　

２
２
，９
０
０
円
か
ら
４
５
，０
０
０
円

高
城
住
宅　

５
２
４
号　

２
２
，９
０
０
円
か
ら
４
５
，０
０
０
円

高
城
住
宅　

５
３
１
号　

２
２
，９
０
０
円
か
ら
４
５
，０
０
０
円

高
城
住
宅　

５
３
３
号　

２
２
，９
０
０
円
か
ら
４
５
，０
０
０
円

※
高
城
住
宅
１
３
４
号
、
１
３
６
号
、
３
３
５
号
に

　

つ
い
て
は
、
風
呂
釜
と
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て

　

お
り
ま
せ
ん
。
設
置
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
の

　

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
入
居
申
込
資
格　

次
の
（
１
）
か
ら
（
６
）
ま
で

　

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

（
１
）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

（
２
）
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る
こ
と

　
　

 

（
単
身
で
の
申
込
み
は
、
一
定
要
件
を
満
た
す

　
　
　

方
の
み
可
）

（
３
）
世
帯
月
収
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

・
一
般
申
込
者　

１
５
８
，０
０
０
円
以
下

・
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、
障
が
い
者

　

ま
た
は
小
学
校
就
学
前
の
子
が
居
る
世
帯

　

２
１
４
，０
０
０
円
以
下

（
４
）
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な

　
　
　

い
こ
と

（
５
）
入
居
者
〈
（
２
）
を
含
む
〉
が
町
民
税
を
滞

　
　
　

納
し
て
い
な
い
こ
と

（
６
）
松
島
町
に
在
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
松
島

　
　
　

町
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方

●
申
込
期
間　

令
和
６
年
１
月
９
日
㊋
午
前
９
時
か

　

ら
令
和
６
年
１
月
19
日
㊎
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
申
込
方
法　

建
設
課
管
理
班
で
申
込
書
等
を
受
取

　

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類
と
あ

　

わ
せ
て
建
設
課
管
理
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
部
屋
に
申
込
者
が
複
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

　

な
り
ま
す
。

※
入
居
の
手
続
き
に
は
連
帯
保
証
人
が
１
名
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

建
設
課
管
理
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
５

町
営
住
宅　

入
居
者
募
集

募

独
身
男
女
の
皆
さ
ん
！

ジ
ョ
イ
フ
ル
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

独
身
男
女
の
婚
活
を
応
援
す
る
た
め
、
み
や
ぎ
青

年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

１
月
28
日
㊐
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
参
加
条
件　

45
歳
〜
55
歳

●
定　

員　

18
名　

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

●
会　

場　

〒
９
８
３
ー
０
８
３
６　

仙
台
市
宮
城

　
　
　
　
　

野
区
幸
町
４
丁
目
５
ー
１

　
　
　
　
　

エ
ス
ポ
ー
ル
み
や
ぎ

●
参
加
費　

男
性
５
，０
０
０
円
、
女
性
３
，０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間　

令
和
５
年
12
月
28
日
㊍
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
１
月
21
日
㊐　

●
申
込
・
問
合
先　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー　

☎
２
９
３
‐
４
６
３
８

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

（
火
曜
定
休
）

募



自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

●
応
募
資
格

「
一
般
」
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間 

「
一
般
」
10
月
１
日
㊐
〜
令
和
６
年
１
月
５
日
㊎

●
試
験
日

「
一
般
」
１
次
試
験　

令
和
６
年
１
月
13
日
㊏
〜
14
日
㊐

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地

　
　
　
　
　

域
事
務
所

　
　
　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１
‐
６

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募
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松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

交
通
秩
序
の
保
持
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
内
容　

街
頭
指
導
（
登
校
・
出
勤
時
間　

平

　
　
　
　
　
　

日
の
み
月
４
回
程
度
）、
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　

教
室
、
各
種
行
事
等
に
お
け
る
交
通

　
　
　
　
　
　

指
導
な
ど

●
報　
　

償　

年
報
償
・
出
動
手
当
支
給

●
福
利
厚
生　

障
害
総
合
保
険
に
よ
る
補
償
あ
り

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

募

お
掃
除
・
整
理
収
納
・
障
子
張
替

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
任
せ
下
さ
い
！

　

お
掃
除
・
衣
類
等
の
整
理
収
納
・
障
子
の
張
替
な

ど
で
お
困
り
の
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご

依
頼
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
セ
ン
タ
ー
は
宮
城
県
知

事
よ
り
認
定
さ
れ
た
公
益
社
団
法
人
な
の
で
、
安
心

し
て
ご
依
頼
い
た
だ
け
ま
す
。

　

作
業
は
経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
会
員
が
丁
寧
に
行

い
ま
す
。
電
話
で
の
お
申
し
込
み
が
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
問
合
先　
（
公
社
）
松
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
５
３
‐
４
５
０
５

i
海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
中
の
海
中

転
落
、
船
の
衝
突
事
故
や
悪
質
・
巧
妙
化
す
る
密
輸

・
密
航
・
密
漁
等
の
犯
罪
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
「
１
１
８
番
」

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
毎
年
１
月
18
日
を
「
１
１
８

番
の
日
」
と
し
て
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
皆
様
へ

の
浸
透
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用

　
　
　
　
　

１
１
８
番
紹
介
動
画
▼

　

i

（
公
社
）
塩
釜
法
人
会
主
催

新
春
講
演
会
「
林
家
た
い
平
講
演
会
」

●
演　

題　

〜
笑
顔
の
も
と
に
笑
顔
が
集
ま
る
〜

●
講　

師　

林
家
た
い
平　

氏　

（
落
語
家
）

●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
25
日
㊍

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

●
参
加
費　

無
料

●
定　

員　

90
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
限　

１
月
18
日
㊍

●
申
込
・
問
合
先　

公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

３
６
５
‐
８
８
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
３
６
５
‐
５
５
７
７

i

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
員
募
集

　

毎
週
２
回
健
康
促
進
も
兼
ね
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

毎
週
㊌
・
㊎
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

●
場　

所　

運
動
公
園
又
は
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
会　

費　

月
５
０
０
円

●
問
合
先　

松
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
　
　
　
　

川
邊

　
　
　
　
　

☎
０
８
０
‐
５
４
９
７
‐
８
８
０
３

募

第
31
回　

松
島
町
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
卓
球
大
会

を
開
催
し
ま
す

●
日　

時　

令
和
６
年
２
月
４
日
㊐

　
　
　
　
　

開　

場
（
午
前
７
時
45
分
）　

　
　
　
　
　

開
会
式
（
午
前
８
時
45
分
）　

　
　
　
　
　

競
技
開
始
（
午
前
９
時
）

●
場　

所　

松
島
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

●
競
技
種
目

①
ピ
ン
ポ
ン
の
部
（
中
学
生
以
上
の
初
心
者
）

　

男
女
フ
リ
ー
個
人
戦

②
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
の
経
験
者
）

　

男
子
個
人
戦
・
女
子
個
人
戦

●
参
加
資
格　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者
。
隣
接

　
　
　
　
　
　

案
内
中
学
校
及
び
町
内
各
小
・
中
学

　
　
　
　
　
　

校
の
卒
業
者
。

●
参
加
料　

５
０
０
円

●
申
込
締
切　

令
和
６
年
１
月
24
日
㊌
必
着

●
申
込
・
問
合
先　

松
島
町
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

気
付
、
松
島
町
卓
球
協
会
宛
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

３
５
３
‐
３
６
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　

F
A
X
３
５
３
‐
３
７
１
３

募

▲交通指導をする様子

〈　寄　付　・　寄　贈　〉

　令和５年１１月２７日に公益社団法人塩釜法人会
（斎藤孝一会長）から、地域社会支援事業として、
幼稚園や保育所へ、幼児教育や保育用品の寄付があ
りました。
　役場で行われた贈呈式では、塩釜法人会の髙橋利
徳松島支部長から櫻井町長に目録が手渡され、幼稚
園長や保育所長も同席しましました。
　髙橋支部長は挨拶で、「子どもたちの為に役立て
て欲しいとの思いで寄付させていただきました」と
話し、櫻井町長は「社会貢献の思いが、当町の子ど
も達に届けられるよう大切に利用させていただきま
す」と謝意を表しました。
　塩釜法人会では、２０００年から塩釜地区内の２
市３町に対して、会員の皆様からの会費の中から社
会貢献事業を継続して実施しています。
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　☎354-5702

法テラス宮城　　　☎050-3383-5538
※予約の際は「松島町の巡回相談希望」
　とお伝えください。

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

法テラス宮城巡回無料
法律相談
（予約制）

生活保護相談
（予約制）

1月9日㊋、2月6日㊋
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

1月25日㊍
午後2時～午後5時

平　日
午前9時～午後4時

役場会議室

無 料 相 談

1月11日㊍、1月25日㊍
午前10時～午後4時

1月10日㊌、1月17日㊌
午後1時30分から

1月12日㊎、2月9日㊎
午前10時～午後5時

1月18日㊍
午後1時30分～午後4時
※詳細は要問い合わせ

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

1月17日㊌
午前9時～午前11時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

塩釜保健所
1月16日㊋

午前9時～午前11時30分

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　  ☎263-1560宮城県がん総合支援センター

毎週木曜日
午後7時～午後8時

問題飲酒でお悩みの方
対象相談会

NPO法人宮城県断酒会
　　　　　　　　　　　  ☎397-9543塩竈市公民館

平　日
午前9時～午後4時

※要予約（詳細は要問い合わせ）
オンライン健康相談 健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）

　　　　　　　　　　　　☎355-0703

毎週火曜日、木曜日、土曜日
午前10時～午後1時
午後7時～午後9時

女性の悩み電話相談 特定非営利法人キミノトナリ
　　　　　　　　　☎050-3503-7070

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとうございます。
　皆さまにとってより有益な情報をお届けするため、「○○な情報を載せ
てほしい」「××が見づらいので△△にしてほしい」
　「表紙に□□を起用してほしい」など、広報まつしまに対する率直な感
想やご意見をお寄せください。
以下のメールアドレスまでご連絡ください。

Mail：info@town.matsushima.miyagi.jp

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

▲メール用
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納期限にご注意

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　　　　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　　　塩釜市錦町7-10　　　 　　　☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

歯科休日診療１月の納期限

町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
● 納期限　１月３１日㊌
・町県民税　　　　　　　　　　４期
・国民健康保険税　　　　　　１０期
・後期高齢者医療保険料　　　　７期
・下水道受益者負担金　　　　　４期
・水道料金　　　　　　　　　１月分
● 問合先
・ 町税について
　 財務課税務班　　　　 ☎３５４-５７０３
・ 後期高齢者医療保険料について
　 町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
・ 水道料金について
　 水道お客様センター　 ☎２９０-０００５

宮城郡利府町菅谷台3-7-1
塩釜市佐浦町13-22
塩釜市海岸通10-1  三晴ビル2F
宮城郡七ヶ浜町汐見台6-2-11
宮城郡利府町中央3-2-2
塩釜市錦町7-6
塩釜市杉の入3-2-1
塩釜市宮町4-9
宮城郡利府町青山3-40-3
塩釜市東玉川町2-31 
多賀城市伝上山4-8-20  

☎767-6480 
☎366-4712 
☎361-5810 
☎357-6099 
☎356-2548 
☎365-7721 
☎362-0182 
☎362-0637 
☎356-1484 
☎362-5253 
☎367-6151 

すがや台歯科医院
熊谷歯科口腔外科クリニック
みや歯科クリニック
かわぐち歯科医院
吉田歯科医院 
ササキ歯科クリニック
杉の入歯科医院
渋井歯科医院 
そうま歯科医院
千葉歯科医院 
ホワイト歯科クリニック 

㊊ 
㊋
㊌
㊐
㊊・㊗
㊐
㊐
㊐
㊐
㊐・㊗
㊊・振替 

令和6年1月1日 
1月  2日 
1月  3日 
1月  7日 
1月  8日 
1月14日 
1月21日 
1月28日 
2月  4日 
2月11日 
2月12日 

「 パンどろぼうとほっかほっカー 」        　　　 柴田　ケイコ 作・絵
「 20ぴきのおしょうがつ 」 　　　　    　　　たしろ　ちさと 作・絵
「 ポッポーきかんしゃゆきさんぽ 」　　　　とよた　かずひこ 作・絵
「 ふゆのコートをつくりに 」  　　　　石井　睦美 文／布川　愛子 絵
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

まちの話題プラス 本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）
☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》

《今月のおすすめ本》

「 明日へのペダル 」

　　　　　　　　 熊谷　達也　著

　本間優一は、大過なく仙台で会社員生活を送ってきた。５０代半ばに
差し掛かり、健康上の理由からロードバイクに乗るようになる。部下の
唯の指導を受けて、優一のロードバイク技術はめきめき向上していく。
おりしも新型コロナウイルスのパンデミックが仙台にも広がり経済にも
影響を及ぼすように。そんな息苦しい状況にあっても、自転車を通して、
優一たちは新しい扉を開いてゆく。直木賞作家であり自ら愛車を駆りイ
ベント入賞も果たす現在最も自転車に詳しい作家が、ロードバイク愛を
込めて描く感動の物語。

「 コメンテーター 」　　　　　　　　　　　　　　　　奥田　英朗 著
「 華ざかりの三重奏 」　　　　　　　　　　　　　　坂井　希久子 著  
「 侠 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松下　隆一 著
「 オール・ノット 」　　　　　　　　　　　　　　　   柚木　麻子 著
「 藤井恵さんの更年期ごはん 」　　　　　　　　　　　　藤井　恵 著

≪話題の本≫

町の人口

男　性
女　性
人口計
世帯数

交通安全功労者等表彰

令和５年度青少年のための宮城県民会議会長表彰

町の人口　　（）は前月比
１２月１日現在　住民基本台帳

　令和５年１１月１６日大崎市で青少年健全育成みやぎ県民の
つどいが開催され、青少年健全育成活動に顕著な功績があった
個人が表彰されました。
●青少年のための宮城県民会
　議会長表彰（功労者）
　青少年健全育成松島町民会議
　役員　髙橋　仁美さん（竹谷）
　青少年健全育成松島町民会議
　委員　武山　京子さん（幡谷）

教育功績者表彰について
　令和５年度教育功績者として個人部門から、
松島町教育委員会内海俊行教育長が受賞しま
した。教育長として、教育行政の推進に尽力
し、特に英語学習を通じてグローバル化の推
進に努め教育振興に寄与しました。
　また、団体部門から、有限会社松島佐藤新
聞店様が受賞しました。多年にわたり、地域
情報紙を無料で発行し貴重な地域の情報源と
して役割を果たすとともに、学校行事や活動
を紹介するなど、学校教育の支援、啓発に寄
与しました。

　令和５年１１月１７日大河原町で第５２
回宮城県交通安全県民大会が開催され、交
通安全活動に顕著な功績があった個人が表
彰されました。
●交通安全功労者
　松島町交通安全母の会  
　　　　　　土　井　いく子　副会長

● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　 災害・悪天候により、臨時休館や繰り上げ閉館となる場合があります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
  　　　　　　（今月は９日・１５日・２２日・２９日）
※ 年末年始休館日　１２月２９日㊎～１月３日㊌
★今年も【本の福袋】を行います！
　期間は１月４日㊍から２月１日㊍まで。（貸出期間は２週間）
　図書室司書のおすすめの新刊が１袋に３冊入っています！（通常は新
　刊の貸出は一人２冊までなので、お得です。新年に新しい本との出会
　いをお楽しみください。） ※児童・大人用　各５袋（先着順）
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

▲土井　いく子　副会長

６，３３９ 人  
６，７６４ 人  

１３，１０３ 人  
５，７２０世帯  

（ ー   ５ 人  ）
（ ー   ６ 人  ）
（ ー１１ 人  ）
（ ＋　１ 世帯）
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

夏
・
秋
の
派
遣
事
業
が
落
ち
着
き
、
松
島
町
ジ
ュ

ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
「
紙
ひ
こ
う
き
」
も
充

電
期
間
。
定
例
会
で
は
来
年
度
開
催
予
定
の
他
サ
ー

ク
ル
と
の
交
流
会
の
計
画
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
の
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
主
企
画
は
派
遣
事
業
と
は
異
な
り
、
参
加
人
数

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
・
時
間
配
分
・
準
備
物
な
ど
も

一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
の
話
し
合
い
の
た
め
、
時

に
は
話
し
合
い
が
行
き
詰
ま
る
場
面
も
。
そ
ん
な
時

に
は
O
B
な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、

自
分
た
ち
が
「
や
り
た
い
こ
と
」
と
実
際
に
「
で
き

る
こ
と
」
の
折
り
合
い
を
つ
け
よ
う
と
議
論
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
話
し
合
い
の
際
に
は
付
箋
を
用
い
て
必
ず

一
人
１
つ
以
上
は
意
見
を
出
し
た
り
、
中
１
生
が
運

営
の
中
心
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
各
学
年
が
分
け
隔

て
な
く
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
の
派
遣
事
業
や
行
事
等
で
の
活
躍
が
楽
し

み
で
す
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」

　紹介ページ（町HPにリンクします）

▲中１・中２生でクリスマスパーティーの
　プログラムを検討中

▲一生懸命メモを取りながら
　見学しました（品井沼干拓学習）

▲絶景を眺めながらの大仰寺坐禅体験

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

松
島
ま
る
ご
と
学

坐
禅
体
験
・
歴
史
巡
り
・
品
井
沼

干
拓
学
習

　

松
島
ま
る
ご
と
学
２
学
期
の
学
習
で
は
、
６
年
生

の
坐
禅
体
験
と
歴
史
巡
り
、
４
年
生
の
品
井
沼
干
拓

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

坐
禅
体
験
（
松
一
小
：
瑞
巌
寺
、
松
二
小
・
五
小

：
大
仰
寺
）
で
は
初
め
て
の
坐
禅
に
緊
張
し
な
が
ら

も
、
終
わ
っ
た
後
に
は
「
す
っ
き
り
し
た
」
と
晴
れ

晴
れ
と
し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

歴
史
巡
り
で
は
松
島
海
岸
周
辺
の
文
化
財
や
松
島
四

大
観
（
松
五
小
の
み
）
な
ど
を
め
ぐ
り
、
松
島
の
歴

史
の
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

品
井
沼
干
拓
学
習
で
は
、
元
禄
ず
り
出
し
穴
や
明

治
潜
穴
公
園
、
吉
田
川
・
鶴
田
川
サ
イ
フ
ォ
ン
な
ど

江
戸
時
代
〜
現
代
に
わ
た
る
関
連
遺
構
・
施
設
を
訪

れ
な
が
ら
、
先
人
た
ち
の
苦
労
や
干
拓
事
業
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

古
の
文
書
を
ひ
も
と
く
18　
「
品
井
沼
間
数
員
数
調
」

　

品
井
沼
は
元
禄
６
年
か
ら
仙
台
藩
直
轄
で
沼
の
水
を
松
島
湾
に
流
し
、
新
田
を
開
発
す
る
干
拓
工
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
工
事
に
関
す
る
「
品
井
沼
間
数
員
数
調
」（
『
松
島
町
史　

資
料
編
Ⅱ
』

P.
6
0
1
〜
6
0
3
収
載
）
と
い
う
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　

史
料
に
は
①
品
井
沼
の
大
き
さ
（
縦
横
の
長
さ
、
坪
数
等
）、
②
元
禄
排
水
路
（
平
堀
＋
潜
穴
）
の
長
さ
、

③
工
事
に
従
事
し
た
仙
台
藩
士
名
と
そ
の
持
ち
場
の
内
訳
、
④
元
禄
潜
穴
穴
払
い
（
掃
除
）
に
携
わ
っ
た

仙
台
藩
士
名
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

史
料
か
ら
は
「
貞
享
年
中
に
仙
台
藩
士
の
我
妻
六
兵
衛
が
「
御
縄
引
」
を
し
た
後
、
全
く
進
捗
が
な
か
っ

た
が
元
禄
６
年
７
月
５
日
に
根
廻
村
の
肝
入
清
右
衛
門
の
元
へ
鉄
道
具
が
非
常
に
た
く
さ
ん
運
び
込
ま
れ
、

同
９
日
に
大
越
喜
右
衛
門
を
「
御
大
将
」
と
し
て
仙
台
藩
の
役
人
た
ち
が
大
勢
や
っ
て
き
て
「
鍬
立
」
を

行
っ
た
」
と
い
う
潜
穴
工
事
が
開
始
さ
れ
る
際
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
上
記
③
に
つ
い
て
、
ず
り
出
し
穴
は
「
○
同
（
根
廻
）
村
御
百
姓
勘
五
郎
畑
之
上
畑
よ
り
東
山

根
之
立
穴
」
、
ず
り
出
し
穴
と
穴
を
つ
な
ぐ
潜
穴
（
ト
ン
ネ
ル
）
は
「
□
同
村
御
百
姓
清
之
丞
屋
敷
向
之

横
穴
」
と
い
う
よ
う
に
〇
と
□
を
付
し
て
書
き
分
け
ら
れ
列
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
横
穴
の
各
地
点
の
勾

配
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
な
ど
も
記
さ
れ
て
お
り
、
元
禄
潜
穴
工
事
の
状
況
を
知
る
う
え
で
非
常
に
貴

重
な
史
料
で
す
。

　

史
料
の
写
真
パ
ネ
ル
は
「
品
井
沼
干
拓
資
料
館
」
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
見
学
を
希
望
さ
れ
る

方
は
教
育
課
生
涯
学
習
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
学
芸
員
：
泉
田
）

　

教
育
委
員
会
で
は
古
文
書
（
昔
の
手
紙
や
帳
簿
・
書
類
な
ど
）
や
古
い
写
真
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
方
や
情
報
を
ご
存
じ
の
方
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

▲ずり出し穴と潜穴（トンネル）
　を記した箇所

く
わ
だ
て

ひ
ら
ぼ
り

せ
ん
け
つ
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12
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米
寿
は

　

町
内
在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は

　

町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

　

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

　

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

米
寿
お
め
で
と
う

◆
三
浦　

美
智
子　

（
高
城
）　

◆
大
山　

初
枝　
　

（
手
樽
）

◆
内
海　

郁
子　
　

（
本
郷
）

◆
岡
部　

ゆ
き　
　

（
北
小
泉
）

　食生活改善推進員会は設立６０周年を迎え、レシピ集を作成しました。保健福祉セ
ンターどんぐりで配布しているほか、地域の食生活改善推進員会から受け取ることも
できます。これまで調理実習で行ってきたレシピや健康に関する情報を掲載しており
ますので、ぜひご家庭でご活用ください！

　健康水中運動教室に長年参加している久我さん（９２歳女性）に運動の効果
についてお話を伺いました。

　健康水中運動教室に参加して１３年になり
ます。
　水中運動は多少の腰や膝の痛みがあっても
動かすことができ、続けたことで整形外科に
通わなくなりました。また、基礎体温が上が
り（３５度台から３６度台に上昇）風邪をひ
かなくなりました。
　教室は水中運動の先生、看護師さんがいる
ので安心して参加できます。ぜひ皆様にも健
康のおすそわけをしたいです。

　水中運動は浮力で関節への負担が軽減されるので、膝や腰に不安のある方
や、人工関節の方、ご高齢の方でもイキイキ、のびのびと運動をされ、体の
調子の良さを実感されています。歩ける体づくりとして、膝や腰に不安があ
るけど運動したい！そんな方にお勧めの運動です。

　～健康水中運動教室担当　健康運動実践指導者　内丸由美子先生より～

～設立６０周年記念レシピ集を配布しています！～

【材料（４人分）】
かぼちゃ・・・・・１５０g

しいたけ・・・・・・・２枚

にんじん・・・・・・ 1/4本

油あげ・・・・・・・・１枚

小松菜・・・・・・・ 1/3束

白玉だんご・・・・６個程度

だし汁・・・・・・６００ml

みそ・・・・・・・大さじ２

＜ かぼちゃと白玉だんごのほうとう風 ＞

運動を継続して健康を維持‼

「年末年始で食べ過ぎてしまった…」という方も多いのではないでしょうか？からだが
ぽかぽか温まる、野菜たっぷりのレシピで、年末年始の疲れを癒やしましょう。白玉だ
んごはうどんやすいとん、お正月で余ったお餅などにしてもおすすめです。

（作り方）
① かぼちゃは一口大（１cm幅）に切る。しいたけは薄切りに
 　する。にんじんはいちょう切りにする。油あげは 短冊切りにする。小松菜は３cm幅に切る。
　 白玉だんごは事前に用意しておく（作り方は下記を参照ください）。
② だし汁を沸かし、小松菜と白玉だんご以外の材料を入れて６分ほど火にかける。
③ かぼちゃに火が通ったら火を消し、みそを入れる。白玉だんごと小松菜を入れて、再度火を
　 通し、できあがり。

（一人あたり）
エネルギー：　１０５kcal

塩分相当量：　　　１.３g

～白玉だんご（作りやすい分量）～
・白玉粉（１００g）　・水（８０ml）
① ボウルに白玉粉を入れ、水を少しずつ加えながら混ぜ合わせる。
② 耳たぶの程度の固さになるまで混ぜ合わせたら、一口大に丸め中央部分にくぼみを作る。
③ 鍋にお湯を沸かして②を入れ、白玉団子が浮き上がってから１分ほどゆでたら水を切る。
＊お好みで水を加えずに絹ごし豆腐を加えると、より柔らかく仕上がります。

水中運動の効果について

健康水中運動教室にご興味がある方は下記までお問い合わせください。
また健康長寿課では健康体操教室を実施しています。参加希望の方は下記にご連
絡ください。 
　　　　　 　　　　　　　　　 健康長寿課健康づくり班　☎３５５‐０７０３

◆
山
田　

研
二　
　

（
高
城
）

◆
櫻
井　

和
男　
　

（
磯
崎
）

　



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

午後０時４５分
　　　　～午後１時

午前１０時
～午前１０時１５分

３～４か月児健診 １月１９日㊎ 令和５年８月１１日生～１０月１９日生
保健福祉センター
どんぐりモグモグ教室

（7～8か月離乳食教室）
１月１０日㊌ 令和５年５月～６月生

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
　確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 午前９時３０分
　　  ～午前１１時

１月　９日㊋
２２日㊊

   
健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。※来所による相談は予
約制となります。

健康相談(電話・来所)
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前８時３０分
　　　  ～午後５時

平　  日

18広報まつしま

　令和５年１２月２日、町内幼稚園及び高城保育所で生活発表会が行われました。
　高城保育所では、もも１組・２組・すみれ組は「からすのパンやさん」などの劇や「merry 
christmas」の合奏や歌を元気に披露しました。
　たんぽぽ組とさくら組は「めざせ！宝島」の劇や「SAXILE」や「TKG１８」などの踊りを
自信いっぱいに元気よく発表しました。
　第一・第五幼稚園では、年少組はダンス「いろにんじゃ・ラーメン体操」や「フレンド・ラ
イク・ミー」を、年中組は劇「おおきなかぶ」や「北風と太陽」を、年長組は手話を入れた歌
「小さな世界」やハンドベルをつかった「キラキラぼし」を元気いっぱい披露してくれました。
普段の幼稚園で行っており活動を楽しく発表することが出来ました。

各施設の発表時の様子

第一幼稚園②④

第五幼稚園①⑤

高城保育所③⑥

生活発表会

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送
りしています。
ぜひご応募ください。

令和５年１月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課
　☎３５４‐５７０２

城
戸　

一
花
ち
ゃ
ん　
　

次
女（
磯
崎
）　　
　
　

令
和
５
年
１
月
８
日
生
ま
れ　
　

ね
ぇ
ね
が
大
好
き
♡
イ
タ
ズ
ラ
娘
‼

き
ど　
　
　

      

い
ち
か

村
上　

道
く
ん　
　

三
男（
高
城
）　　
　
　

令
和
５
年
１
月
６
日
生
ま
れ　
　

「
オ
ラ
、み
っ
ち
ゃ
ん
だ
！

　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
し
く
な
っ
！
」

む
ら
か
み          

み
ち

田
村　

翠
ち
ゃ
ん　
　

長
女（
松
島
）　　
　
　

令
和
５
年
１
月
６
日
生
ま
れ　
　

バ
ナ
ナ
と
お
散
歩
が
大
好
き
な
女
の
子
！

た
む
ら　
　
　
　

す
い

④

⑥

③②

⑤

①



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)
冬休み期間中は、午後４時まで

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/
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松島町

児童館
だより

1月号

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは未就学児対象のイベントです。　★マークは小学生以上対象のイベントです。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。１月２４日㊌

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
本人と保護者

午前１０時
～午前１１時３０分

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長や予防接種、ことば、
離乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪１月２３日㊋

【登録制】✿読み聞かせの会 読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

１月１５日㊊

おおむね１歳から３歳の親子
(歩行が確立した頃から)

【定員】８組

✿親子ヨガ教室
１月５日㊎～
参加申し込み受付

ヨガには、「姿勢の改善」「運動機能の向上」「リラックス効
果」があるといわれています。親子で簡単に取り組めるポーズ
も沢山ありますよ！講師は、尾形華香先生です。
水分補給用飲み物をご持参ください。対象年齢で２部にわけて
開催します。

１月１８日㊍

乳児(０歳児)親子
【定員】８組

午前１０時
　　～１０時４０分

午前１０時５０分
　　～１１時３０分

乳児(０歳児)親子
参加自由

✿赤ちゃんほっとサロン
初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

午前１０時
　　～１１時３０分

１月１２日㊎

✿リズムあそびの会 【登録制】 ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。
日々の育児のヒントにもなりますよ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

１月１０日㊌

勤労感謝の日
働いている皆に「ありがとう」の感謝の気持ちをこめて！こどもたちが一生懸命、家族や日ごろお世話になっ
ている方々へのプレゼントを製作をしました！児童館も高城保育所の子ども達から素敵なプレゼントを頂きま
した！どうもありがとうございました。児童館に掲示させていただきます。ぜひ、見に来てね！

１１月１６日　親子ヨガ教室
お母さんとの触れ合いに、お子さんたちは、いい表
情で「キャッキャッ」と声を上げて喜んでいました。
ヨガインストラクターの尾形先生は、「楽しいね。
お母さんと一緒にするから楽しいんだよ」とお声掛
けされていました。お家でもぜひやってみてくださ
いね。ママ達のヨガの時間は、職場体験で来館して
いた松島中学校の生徒さんと一緒に遊びました。

なかよし教室　いちご組
１１月の教室では、エプロンの製作をしました！自分の好きな色のエプロンや飾りを選び、お母さんと一緒に製作を楽しみました！気分は
すっかりファッションデザイナー！完成しみんなで見せあったあとは、お誕生日会、大型絵本の読み聞かせも楽しみました♪
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